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(57)【要約】
　物理的なミーティング場所に近接するモバイルデバイ
スの物理的な存在を認識することができる。識別情報を
デバイスから取り出すことができ、該識別情報が、ミー
ティング場所における現在のミーティングの招待者リス
ト内のプロファイルの識別情報と相関するかどうかを自
動的に判断することができる。取り出した識別情報が、
ミーティング場所におけるミーティングの招待者リスト
内のプロファイルの識別情報と相関する場合、次いで、
（例えばプロファイルの識別情報を参加者リストに含め
ることによって）プロファイルをミーティングの参加者
として自動的に含めることができる。参加者リストのよ
うな識別情報は、通知を送信することや設定をパーソナ
ライズすること等のような１つ又は複数の追加の動作を
実行するのに使用されることもある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実装される方法であって、
　コンピュータシステムが、物理的なミーティング場所に近接するモバイルデバイスの物
理的な存在を自動的に認識するステップと、
　前記コンピュータシステムが前記デバイスから識別情報を自動的に取り出すステップと
、
　前記コンピュータシステムが、前記取り出した識別情報が前記ミーティング場所におけ
る現在のミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関するかどうかを
自動的に判断するステップと、
　前記取り出した識別情報が前記ミーティング場所における前記ミーティングの前記招待
者リスト内の前記プロファイルの識別情報と相関する場合、前記プロファイルを前記ミー
ティングの参加者として自動的に含めるステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記プロファイルを前記ミーティングの参加者として自動的に含めるステップは、前記
プロファイルを前記ミーティングのミーティング参加者のリスト内に自動的に含めるステ
ップを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プロファイルが前記ミーティングの参加者として含まれることを示す通知を送信す
るステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ミーティングが始まった後に、前記招待者リスト上にはあるが前記ミーティングの
参加者として含まれていない１つ又は複数のプロファイルを識別するステップを更に含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ミーティングについての１つ又は複数の通知を、前記招待者リスト上にはあるが前
記ミーティングの参加者として含まれていない前記１つ又は複数のプロファイルに送信す
るステップを更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ミーティング場所の１つ又は複数の設定を前記プロファイルについて自動的にパー
ソナライズするステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記識別情報が前記招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関しない場合、前記
プロファイルを前記ミーティングのプロファイルとして含めることを承認又は拒否するユ
ーザ入力を受信するようプロンプトを表示するステップを更に含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　コンピュータシステムであって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、
　　物理的なミーティング場所に近接する複数のモバイルデバイスの物理的な存在を自動
的に認識するステップと、
　　前記モバイルデバイスの各々から識別情報の単位を自動的に取り出すステップと、
　　前記識別情報の各単位が、前記ミーティング場所における現在のミーティングの招待
者リスト内のプロファイルの識別情報と相関するかどうかを自動的に判断するステップと
、
　　前記ミーティングの前記招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関する識別情
報の単位ごとに、前記プロファイルを前記ミーティングの参加者リストに自動的に含める
ステップと
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　を含む動作を実行させる命令を備えたメモリと
　を備える、コンピュータシステム。
【請求項９】
　前記動作は、前記ミーティングの前記参加者リストに含まれるプロファイルの１つ又は
複数について、前記ミーティング内への参加についての１つ又は複数の通知を自動的に送
信するステップを更に備える、請求項８に記載のコンピュータシステム。
【請求項１０】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、少なくとも１つのプロセッサに動
作を実行させるコンピュータ実行可能命令を有する１つ又は複数のコンピュータ読取可能
記憶媒体であって、前記動作は、
　ミーティング場所のコンピュータシステムが、物理的なミーティング場所に近接する複
数のモバイルデバイスの物理的な存在を自動的に認識するステップと、
　前記ミーティング場所のコンピュータシステムが、前記モバイルデバイスの各々から識
別情報の単位を自動的に取り出すステップと、
　前記ミーティング場所のコンピュータシステムが、識別情報の各単位は、前記ミーティ
ング場所における現在のミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関
するかどうかを自動的に判断するステップと、
　前記ミーティングの前記招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関する識別情報
の単位ごとに、前記ミーティング場所のコンピュータシステムが、前記プロファイルを、
前記ミーティングの参加者リスト内に自動的に含めるステップと、
　前記参加者リストをコンピュータディスプレイ上に表示するステップと、
　前記ミーティング場所のコンピュータシステムが、前記参加者リストを使用して追加の
動作を実行するステップであって、該追加の動作は、前記ミーティング場所を、前記ミー
ティングの前記参加者リストに含まれるプロファイルの１つ又は複数について自動的にパ
ーソナライズすることと、前記参加者リストに含まれない前記招待者リスト内のプロファ
イルを自動的に識別して、該プロファイルにミーティング通知を自動的に送信することと
、前記ミーティングの前記参加者リストに含まれるプロファイルの１つ又は複数について
、前記ミーティングへの参加についての１つ又は通知を自動的に送信することとからなる
グループから選択される動作である、ステップと
　を含む、コンピュータ読取可能記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デバイスから情報を使用してミーティング参加者を識別することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ローカル及びリモートの参加者を含むミーティングでは、ローカルのミーティングルー
ムの参加者の識別は難しい可能性があり、これは、その部屋について限られたビューしか
持たないリモートの参加者にとって特に難しい可能性がある。オンラインの参加者の識別
は、典型的にオンライン参加者のプロファイルからの識別情報（例えば参加者の名前）が
会議参加者リストに示されているので、より容易である可能性がある。ミーティングルー
ムの場合、その部屋に複数の参加者が存在するとしても、典型的に名簿は、その部屋のプ
ロファイルについて、又はその部屋でミーティングを実施する人のプロファイルについて
の識別情報しか含まない。
【発明の概要】
【０００３】
　本明細書における説明は、会議室のようなミーティング場所に近接するモバイルデバイ
スに基づく参加者の識別に関する。デバイスを認識することができ、該デバイスからの識
別情報を、そのミーティング場所における現在のミーティングについての出席者予定者リ
ストから情報と相関させて、そのミーティングの参加者を識別することができる。この相
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関を、ミーティングの参加者リストを自動的に編纂すること、未だ参加していない招待者
に通知を送信すること、参加者についての通知を送信すること、及び／又はミーティング
場所を参加者に対してパーソナライズすることのような様々な方法の１つ又は複数に使用
することができる。
【０００４】
　一実施形態において、ツール及び方法は、物理的なミーティング場所に近接するモバイ
ルデバイスの物理的な存在を認識することを含むことができる。識別情報をデバイスから
取り出して、この識別情報が、そのミーティング場所における現在のミーティングの招待
者リストのプロファイルの識別情報と相関するかどうかを判断することができる。取り出
した識別情報が、そのミーティング場所におけるミーティングの招待者リストのプロファ
イルの識別情報と相関する場合、そのプロファイルを、そのミーティングの参加者として
含めることができる（例えばプロファイルの識別情報を参加者リストに含めることによっ
て）。参加者リストのような識別情報を使用して、通知を送信することや設定をパーソナ
ライズすること等のような、１つ又は複数の追加の動作を実行してもよい。
【０００５】
　この「発明の概要」の記載は、概念の選択を簡単な形で紹介するのに提供される。概念
は、以下の「発明を実施するための形態」において更に説明される。この「発明の概要」
の記載は、特許請求に係る主題の主要な特徴又は本質的特徴を特定するようには意図され
ておらず、また特許請求に係る主題の範囲を限定するのに用いられるようにも意図されて
いない。同様に、本発明は、「背景技術」、「発明を実施するための形態」又は図面にお
いて検討される特定の方法、ツール、環境、欠点又は利点に対処する実装に限定されない
。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】説明される実施形態の１つ又は複数が実装され得る適切なコンピューティング環
境を示すブロック図である。
【図２】デバイスからの情報を使用してミーティングの参加者を識別するコンピューティ
ング環境の概略図である。
【図３】デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する方法のフローチャ
ートである。
【図４】デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する別の方法のフロー
チャートである。
【図５】デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する更に別の方法のフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本明細書で説明される諸実施形態は、改善されたミーティング参加者の識別のための方
法及びツールを対象としている。そのような改善は、様々な方法及びツールを別個に又は
組み合わせた使用から得られることがある。
【０００８】
　そのような技術及び方法は、ミーティング参加者又は出席者を識別することができるよ
うに、個人識別機能を有するデバイスを使用してローカルの参加者の名前をミーティング
の参加者リストに追加することを含むことがある。認識は、無線信号（例えば三角測量の
ような位置技術との組み合わせによる近距離信号及び／又は位置識別信号）、ジェスチャ
、カードスワイプ及び／又は他の技術を使用するような様々な異なる技術のいずれかを使
用し、モバイルデバイスがミーティング場所に近接しているかどうかを判断してよい。そ
のような技術は、ミーティングコンピュータシステムが、参加者のユーザプロファイルを
識別し、参加者リスト内のプロファイルについての対応する識別情報（例えば名前、電子
メールエイリアス、個人の写真等）を含むことを可能にすることができる。モバイルデバ
イスに関連付けられるユーザプロファイルのこの識別は、ミーティング参加者を識別する
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こととも呼ばれるが、このような参加者の識別は確実でない可能性もあることが認識され
る。例えばある社員が同僚のモバイルデバイスを持ってミーティングルームに入ると、そ
の同僚が参加者として識別されることになる。参加者リストを、１つ又は複数のコンピュ
ータディスプレイ上でローカル及び／又はリモートに表示することができるので、ローカ
ル及び／又はリモートの参加者はそのリストを見ることができる。参加者の識別は、ある
参加者のミーティング参加について他に通知すること、招待者の不在（absent　invitee
）を通知すること、及び／又はミーティング場所にいる１又は複数の参加者に対してミー
ティング場所をパーソナライズすることのような他の方法に使用されてもよい。
【０００９】
　添付の特許請求の範囲において定義される主題は、必ずしも本明細書で説明される利点
に限定されない。本発明の特定の実装は、本明細書で説明される利点の全て又は一部を提
供することもあり、また提供しないこともある。様々な方法に関する動作は、本明細書に
おいて説明の目的で特定の逐次的順序で説明されているが、この説明法は、特定の順序付
けが必要とされない限り、動作の順序における再配置を包含することを理解されたい。例
えば逐次的に説明される動作を、一部の場合において再配置するか同時に実行してもよい
。さらに、簡略化の目的で、フローチャートでは、特定の技法を他の技法とともに使用す
ることができる様々な方法を示していないことがある。
【００１０】
　本明細書で説明される技術は、本明細書で説明されるシステムの１つ若しくは複数を用
いて、及び／又は１つ若しくは複数の他のシステムを用いて使用され得る。例えば本明細
書で説明される様々なプロシージャは、ハードウェア又はソフトウェアとともに、あるい
はその双方の組み合わせで実装され得る。例えば特定用途向け集積回路、プログラマグル
論理アレイ及び他のハードウェアデバイスのような専用のハードウェア実装を、本明細書
で説明される技術の１つ又は複数の少なくとも一部を実装するように構築することができ
る。様々な実施形態の装置及びシステムを含み得る適用は、様々な電気的及びコンピュー
タシステムを広く含むことができる。諸技術は、モジュール間及びモジュール中を通信さ
れ得る制御及びデータ信号に関連する、２つ又はそれ以上の固有の相互接続されるハード
ウェアモジュール及びデバイスを使用して、あるいは特定用途向け集積回路の一部として
実装され得る。例として、諸実装は、分散処理、コンポーネント／オブジェクト分散処理
及び並行処理を含むことができる。さらに、仮想コンピュータシステム処理が、本明細書
で説明される技術又は機能の１つ又は複数を実装するように構築される可能性がある。
【００１１】
　Ｉ．　例示的なコンピューティング環境
　図１は、説明される実施形態の１つ又は複数が実装され得る適切なコンピューティング
環境（１００）の一般的な例を図示している。例えば１つ又は複数のこのようなコンピュ
ーティング環境を、識別用のモバイルデバイス（例えばスマートフォン、スレートデバイ
ス、ラップトップコンピュータ等）、ミーティングコンピュータシステム、企業用コンピ
ュータシステム等として使用することができる。一般に、様々な異なる汎用又は専用のコ
ンピューティングシステム構成を使用することができる。本明細書で説明されるツール及
び方法とともに使用するのに適した周知のコンピューティングシステム構成の例には、こ
れらに限定されないが、サーバファーム及びサーバクラスタ、パーソナルコンピュータ、
サーバコンピュータ、ハンドヘルド又はラップトップデバイス、スレートデバイス、マル
チプロセッサシステム、マイクロプロセッサベースのシステム、プログラム可能な家庭用
電化製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、上記シ
ステム又はデバイスのいずれかを含む分散コンピューティング環境等が含まれる。
【００１２】
　本発明は、多様な汎用又は専用のコンピューティング環境において実装され得るので、
コンピューティング環境（１００）は、本発明の使用又は機能の範囲に関していかなる限
定をも示唆するように意図されていない。
【００１３】
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　図１を参照すると、コンピューティング環境（１００）は、少なくとも１つの処理ユニ
ット又はプロセッサ（１１０）と、メモリ（１２０）とを含む。図１では、この最も基本
的な構成（１３０）が破線内に含まれている。処理ユニット（１１０）は、コンピュータ
実行可能命令を実行し、実際の又は仮想プロセッサとすることができる。マルチ処理シス
テムにおいて、複数の処理ユニットがコンピュータ実行可能命令を実行して、処理能力を
向上させる。メモリ（１２０）は、揮発性メモリ（例えばレジスタ、キャッシュ、ＲＡＭ
）、非揮発性メモリ（例えばＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ）又はこれらの２
つの何らかの組み合わせとすることができる。メモリ（１２０）は、デバイスからの情報
を用いるミーティング参加者の識別を実装するソフトウェア（１８０）を格納する。
【００１４】
　図１の様々なブロックは、明確性のために線で示されているが、実際には、様々なコン
ポーネントの線引きはこのように明確ではなく、比喩的に言うと、図１及び以下で検討さ
れる他の図面の線は、より正確には、グレーで不鮮明なものであろう。例えばディスプレ
イデバイスのようなプレゼンテーションコンポーネントを、Ｉ／Ｏコンポーネントと考え
てもよい。またプロセッサがメモリを有する。本発明者らは、そのようなことが技術的性
質であることを認識しており、図１の図形は単に、本発明の１つ又は複数の実施形態との
関連で使用され得る例示のコンピューティングデバイスの例にすぎないことを繰り返し述
べておく。「ワークステーション」、「サーバ」、「ラップトップ」、「ハンドヘルドデ
バイス」等のようなカテゴリ間に区別はなく、これら及び「コンピュータ」、「コンピュ
ーティング環境」若しくは「コンピューティングデバイス」への言及は全て図１の範囲内
に含まれる。
【００１５】
　コンピューティング環境（１００）は、付加的な機能を有することがある。図１におい
て、コンピューティング環境（１００）は、ストレージ（１４０）と、１つ又は複数の入
力デバイス（１５０）と、１つ又は複数の出力デバイス（１６０）と、１つ又は複数の通
信接続部（１７０）を含む。バス、コントローラ又はネットワークのような相互接続機構
（図示せず）が、コンピューティング環境（１００）のコンポーネントを相互に接続する
。典型的に、オペレーティングシステムソフトウェア（図示せず）は、コンピューティン
グ環境（１００）内で動作する他のソフトウェアの動作環境を提供し、コンピューティン
グ環境（１００）のコンポーネントのアクティビティを調整する。
【００１６】
　ストレージ（１４０）は、取外し可能であっても取外し不可能であってもよく、コンピ
ュータ読取可能記憶媒体を含み得る。コンピュータ読取可能記憶媒体は、磁気ディスク、
磁気テープ又はカセット、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ、あるいは情報を格納する
のに使用することができ、コンピューティング環境（１００）内でアクセス可能な任意の
他の媒体等である。ストレージ（１４０）は、ソフトウェア（１８０）用の命令を格納す
る。
【００１７】
　入力デバイス（１５０）は、キーボード、マウス、ペン又はトラックボールのようなタ
ッチ入力デバイス、音声入力デバイス、スキャンデバイス、ネットワークアダプタ、ＣＤ
／ＤＶＤリーダ、あるいは入力をコンピューティング環境（１００）に提供する別のデバ
イスとすることができる。出力デバイス（１６０）は、ディスプレイ、プリンタ、スピー
カ、ＣＤ／ＤＶＤライタ、ネットワークアダプタ、あるいは出力をコンピューティング環
境（１００）から提供する別のデバイスとすることができる。
【００１８】
　通信接続部（１７０）は、通信媒体を介して別のコンピューティングエンティティとの
通信を可能にする。したがって、コンピューティング環境（１００）は、パーソナルコン
ピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピアデバイス若しくは別の一般的なネッ
トワークノードのような１つ又は複数のリモートコンピューティングデバイスとの論理接
続を使用するネットワーク環境で動作してもよい。通信媒体は、データ又はコンピュータ
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実行可能命令のような情報や要求を、変調データ信号で伝達する。変調データ信号は、信
号内に情報を符号化する方法により設定又は変更された特性の１つ又は複数を有する信号
である。限定ではなく例として、通信媒体は、電気、光、ＲＦ、赤外線、音響又は他の担
体により実装される有線又は無線の技術を含む。
【００１９】
　ツール及び方法を、コンピュータ読取可能媒体の一般的なコンテキストで説明すること
ができる。コンピュータ読取可能媒体は、記憶媒体又は通信媒体とすることができる。コ
ンピュータ読取可能記憶媒体は、コンピューティング環境内でアクセス可能な任意の記憶
媒体とすることができるが、コンピュータ読取可能記憶媒体という用語は伝播信号を指す
ことはなく、その反対もそうである。限定ではなく例として、コンピューティング環境（
１００）では、コンピュータ読取可能記憶媒体は、メモリ（１２０）、ストレージ（１４
０）及びこれらの組み合わせを含む。
【００２０】
　ツール及び方法を、コンピュータ実行可能命令の一般的なコンテキストで説明すること
ができる。コンピュータ実行可能命令は、プログラムモジュール等に含まれ、コンピュー
ティング環境内で、対象となる実際のプロセッサ又は仮想プロセッサ上で実行される。一
般に、プログラムモジュールは、特定のタスクを実行するか特定の抽象データ型を実装す
る、ルーチン、プログラム、ライブラリ、オブジェクト、クラス、コンポーネント、デー
タ構造等を含む。プログラムモジュールの機能は、様々な実施形態に応じて、プログラム
モジュール間で組み合わせてもよく、分割してもよい。プログラムモジュールのコンピュ
ータ実行可能命令は、ローカル又は分散コンピューティング環境において実行され得る。
分散コンピューティング環境では、プログラムモジュールを、ローカルとリモート双方の
コンピュータ記憶媒体に配置してもよい。
【００２１】
　説明の目的で、詳細な説明では、「判断する」、「認識する」、「相関する」、「含む
」等の用語を使用して、コンピューティング環境におけるコンピュータの動作を説明して
いる。これら及び他の類似の用語は、コンピュータによって実行される動作の高レベルの
抽象化であり、人間（ユーザのような）による動作の実行が明示的に記載されていない限
り、人間によって実行される動作と混同されるべきではない。これらの用語に対応する実
際のコンピュータの動作は、実装に応じて変化する。
【００２２】
　ＩＩ．　自動的なミーティング場所の参加者デバイスの識別
　　Ａ．　デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別するシステム及び環
境
　図２は、コンピューティング環境（２００）のブロック図であり、この環境とともに、
説明される実施形態の１つ又は複数が実装され得る。コンピューティング環境（２００）
は、ミーティングルームのような物理的なミーティング場所（２１０）を含むことができ
る。ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、少なくとも部分的にミーティング
場所（２１０）内に位置するミーティングに関連するコンピュータリソースを管理するこ
とができる。例えばミーティングコンピュータシステム（２２０）は、第１のセンサ（２
３０）、第２のセンサ（２３２）及び第３のセンサ（２３４）のような１つ又は複数のセ
ンサと通信することができる。センサ（２３０、２３２及び２３４）は、モバイルデバイ
ス（２５０）から識別情報の単位を取り出すことができ、この識別情報の単位は、デバイ
スを保持している参加者（２６０）に対応する可能性があるプロファイルを識別すること
ができる。センサ（２３０、２３２及び２３４）は、信号（例えば電磁信号又は光信号）
を受信することができるセンサのような、複数の異なるタイプのセンサを含んでもよい。
例えばセンサは、無線自動識別（ＲＦＩＤ）タグリーダ、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）レシー
バ及び／又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）レシーバ、磁気ストライプカードリーダ等
を含む可能性がある。モバイルデバイス（２５０）は、センサ（２３０、２３２、２３４
）に識別情報単位を提供することができるデバイスを含むことができ、センサ（２３０、
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２３２、２３４）は、これらの識別情報単位をミーティングコンピュータシステム（２２
０）に渡すことができる。
【００２３】
　ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、招待者リスト（２７０）を管理する
ことができる。招待者リスト（２７０）は、現在のミーティングに招待されているプロフ
ァイルを識別することができる、様々な異なるタイプのデータ構造の１つとすることがで
きる。ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、出席者リスト（２７２）も管理
することができ、出席者リスト（２７２）は、現在のミーティングに参加しているとして
識別されるプロファイルを識別することができる、様々な異なるタイプのデータ構造の１
つとすることができる。例えばミーティングコンピュータシステム（２２０）は、センサ
（２３０、２３２及び／又は２３４）から受信した識別情報単位が、招待者リスト（２７
０）にリストされたプロファイル（２８０）に対応するかどうかを判断することができる
。センサから受信した識別情報単位が、招待者リスト（２７０）にリストされたプロファ
イル（２８０）に対応する場合、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、これ
らのプロファイル（２８０）の識別を参加者リスト（２７２）に自動的に追加することが
でき、これは、プロファイル（２８０）を参加者リスト（２７２）に追加することとも見
なされる。対応するプロファイル（２８０）が招待者リスト（２７０）上に示されていな
い場合、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、そのプロファイルの識別を参
加者リスト（２７２）内へ含めることを承認又は拒否するようにユーザ入力を促すこと、
そのプロファイルの識別を参加者リスト（２７２）に自動的に含めること、あるいはその
プロファイルの識別を参加者リストに含めることを自動的に拒否することによるなど、様
々な方法の１つ又は複数で応答するように構成され得る。
【００２４】
　プロファイル（２８０）は、それぞれ１又は複数のユーザに対応し得るユーザプロファ
イルとすることができる。プロファイル（２８０）は、ミーティングコンピュータシステ
ム（２２０）によって管理されてもよく、図２に図示される企業のコンピューティングシ
ステム（２８２）のような別のコンピュータシステムによって管理されてもよい。
【００２５】
　コンピューティング環境（２００）は、ミーティング場所（２１０）並びに１つ又は複
数の他のミーティング場所を含むミーティングのための１つ又は複数の他のミーティング
場所を管理するリモートコンピュータシステム（２９０）のような、１つ又は複数リモー
トコンピュータシステム（２９０）も含むことがある。図２のコンピュータシステム（２
２０、２８２及び２９０）は、グローバルコンピュータネットワーク、ワイドエリアネッ
トワーク、ローカルエリアネットワーク等のような１つ又は複数の有線及び／又は無線コ
ンピュータネットワークによって接続されてもよい。
【００２６】
　　Ｂ．　デバイスからの情報を使用するミーティング参加者の識別を実装する例
　ミーティングの参加者（２６０）である多くの人々（例えばビジネスの専門家）は、モ
バイルデバイス（２５０）を持っており、これらのモバイルデバイスは、その参加者（２
６０）に関連付けられたユーザプロファイル（２８０）を識別することができ、これによ
り対応する参加者（２６０）を識別することができる。そのようなモバイルデバイス（２
５０）の例には、従業員バッジ、モバイルフォン、スレートコンピューティングデバイス
及びラップトップコンピューティングデバイスが含まれ得る。
【００２７】
　この例では、モバイルデバイス（２５０）を有するミーティングの参加者（２６０）が
、ミーティングに参加するために、ミーティング場所（２１０）（例えば会議室）に入る
ことを検討する。例えばミーティングは、オンラインミーティングクライアントを使用し
てスケジュールされてもよく、オンラインの出席者がいるアドホックミーティングであっ
てもよく、あるいは単なるローカルミーティングであってもよい。認識が実行されると、
現在のミーティングへの参加者（２６０）のプロファイル（２８０）を識別することがで
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きる。例えば参加者のユーザプロファイル（２８０）を参加者リスト（２７２）内に示す
ことができ、参加者リストを、ミーティング場所（２１０）及び／又はそのミーティング
に関与する他のリモートのミーティング場所にあるコンピュータディスプレイ（２４０）
上に表示することができる。ミーティング参加者の通知を送信することや、ミーティング
場所（２１０）における設定をパーソナライズすること等のような、他の近接性に基づく
技術を、識別されたユーザプロファイル（２８０）について実行してもよい。
【００２８】
　　　１．　デバイス認識
　一例として、ＲＦＩＤタグを用いる従業員バッジのようなモバイルデバイス（２５０）
を有する参加者（２６０）が、ミーティングのためにミーティング場所（２１０）に入る
ことがある。ミーティング場所（２１０）のセンサ（２３２）にＲＦＩＤリーダを備える
ことができ、ＲＦＩＤリーダは、ＲＦＩＤタグがミーティング場所に近づくとＲＦＩＤタ
グを認識することができる。
【００２９】
　別の例として、スマートフォンのようなモバイルデバイス（２５０）を有する参加者（
２６０）が、ミーティングのためにミーティング場所（２１０）に入ることがある。モバ
イルデバイス（２５０）は、全地球測位システムの三角測量、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの三角
測量又はＷｉ－Ｆｉの三角測量のような技術を使用する位置認識を用いることができる。
モバイルデバイス（２５０）は、その位置をブロードキャストすることができ、センサ（
２３４）は、モバイルデバイス（２５０）を認識し、無線信号を使用すること等によって
モバイルデバイス（２５０）から識別情報を取り出すことができる。あるいは、ミーティ
ングコンピュータシステム（２２０）は、ミーティング場所（２１０）の位置をブロード
キャストすることができ、モバイルデバイス（２５０）は、そのブロードキャスト信号を
認識して、識別情報をセンサ（２３４）に送ることができる。したがって、モバイルデバ
イス（２５０）は、モバイルデバイスの位置をブロードキャストすること又はモバイルデ
バイスの位置をミーティング位置（２１０）に相関させることのいずれかにより、ミーテ
ィング場所（２１０）への近接を判断することが可能である。いずれにしても、ミーティ
ング場所（２１０）及び／又はモバイルデバイス（２５０）は、位置の通知を、ミーティ
ング場所（２１０）とモバイルデバイス（２５０）との間の位置の相関に使用可能な方法
で提供することができる。位置の相関は、モバイルデバイス（２５０）によって、ミーテ
ィングコンピュータシステム（２２０）によって又はその双方によって実施され得る。
【００３０】
　例えば相関は、近接性を示すことができる存在について、モバイルデバイス（２５０）
が（例えばＥ９１１対応環境において）位置データベースをチェックすること、あるいは
ブロードキャスト信号をミーティングコンピュータシステム（２２０）から受信すること
によって実施され得る。別の例として、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は
、モバイルデバイス（２５０）によって認識することができるコンピューティングデバイ
ス（ミーティングコンピュータシステム（２２０）の残りのデバイスに接続されるもので
あっても接続されないものであってもよい）を含むことが可能である。モバイルデバイス
（２５０）がミーティングコンピュータシステム（２２０）からのブロードキャストを受
信するとき、該モバイルデバイス（２５０）は、モバイルデバイス（２５０）が近接して
いるという受信確認（acknowledgement）で応答することができる。この受信確認の一部
として、モバイルデバイス（２５０）は、識別情報の単位を、センサ（２３０、２３２又
は２３４）を介してミーティングコンピュータシステム（２２０）に提供することができ
る。例えばモバイルデバイス（２５０）は、モバイルデバイス（２５０）に対応するプロ
ファイル（２８０）について、名前の指示、従業員の識別番号、電子メールエイリアス、
デジタル証明、これらの２つ又はそれ以上の組み合わせ等を送信することができる。この
場合において、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、モバイルデバイス（２
５０）によって送信された情報を受信することにより、識別情報を取り出すことが可能で
ある。あるいは、センサ（２３０、２３２、２３４）は、モバイルデバイス（２５０）が
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情報を送信することなく、そのような情報を取り出すことができる。例えばこれは、セン
サ（２３２）がＲＦＩＤタグスキャナであり、モバイルデバイス（２５０）がパッシブＲ
ＦＩＤタグを含む場合に行われることがある。
【００３１】
　　　２．　参加者のユーザプロファイルの識別と参加者リストへの追加
　上記のように、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、ミーティング用の招
待者リスト（２７０）にアクセスすることができ、場合によって管理することができる。
参加者（２６０）のユーザプロファイル（２８０）に対応するモバイルデバイス（２５０
）が、ミーティング場所（２１０）に近いと決定されると、ミーティングコンピュータシ
ステム（２２０）は、招待者リスト（２７０）を検索して、そのユーザプロファイル（２
８０）が、そのミーティング場所（２１０）でスケジュールされたミーティングの招待者
リスト（２７０）に示されているかどうかを判断することができる。ユーザプロファイル
（２８０）の指示（例えば対応する参加者（２６０）の名前）をミーティングの名簿又は
参加者リスト（２７２）に追加することができるが、これは自動的に、又はユーザ入力を
促して受信した後に行うことができる。
【００３２】
　認識及び識別は、ある名前を自動的に認識させるオプションや、デバイスの位置をブロ
ードキャストすること等のような、様々な修正可能でユーザ選択可能な設定によって制御
され得る。
【００３３】
　　　３．　識別情報の追加の利用
　参加者のモバイルデバイス（２５０）が、ミーティング場所（２１０）に近接している
と認識され、参加者のプロファイル（２８０）が識別されると、識別情報は１つ又は複数
の方法で使用され得る。例えばミーティング場所（２１０）は、プロファイル（２８０）
に関連付けられたプリファレンス及び／又はミーティングの性質に基づくミーティング場
所（２１０）を自動的に構成することができる。例えばこれは、ユーザプロファイル（２
８０）がミーティングの主催者又はミーティングのプレゼンターであることを指示する場
合、あるいはユーザプロファイルがミーティング場所（２１０）のアドホックミーティン
グを開始するものとして指示される場合に行われることがある。例えばミーティングがビ
デオ会議として構成されている場合、部屋の前のコンピュータデバイス（２４０）はビデ
オを表示するように構成され得る。ユーザがある特定のカメラの視点を好む場合、適切な
カメラをデフォルトとして選択することができる。ミーティングコンピュータシステム（
２２０）は、メタデータ及び適切な設定を決定するように以前に構成されたプロビジョニ
ング情報を使用することができる。
【００３４】
　識別情報を使用する別の例として、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、
ユーザプロファイル（２８０）の１つ又は複数について、参加についての通知を送信する
ことができる。例えばミーティングコンピュータシステム（２２０）は、参加者（２６０
）がミーティング場所（２１０）にいることを参加者の管理補佐（administrative　assi
stant）に知らせてもよい。この通知は、ミーティング場所（２１０）の位置（例えば建
物や部屋番号）、ミーティングの日時、ミーティングの性質等のような追加の情報を含む
ことも可能である。
【００３５】
　別の例として、ミーティングコンピュータシステム（２２０）は、招待者リスト（２７
０）上にリストされているが、進行中のミーティングには不在のプロファイルについて、
ミーティング通知を送信することがある。これは、ミーティングコンピュータシステム（
２２０）が参加者リスト（２７２）を招待者リスト（２７０）と比較することと、ミーテ
ィング通知を、不在の招待者の１又は複数に送信することとを含む可能性がある。例えば
電子メールを、そのような各招待者のユーザプロファイル（２８０）にリストされたアド
レスに送信することが可能である。そのような通知には、ミーティング場所（２１０）の
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位置、ミーティングの性質、現在の参加者リスト（２７２）等のような情報を含めること
ができる。
【００３６】
　ＩＩＩ．　デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する方法
　デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別するための幾つかの方法を次
に検討する。これらの方法はそれぞれ、コンピューティング環境で実行され得る。例えば
各方法は、少なくとも１つのプロセッサと、（メモリが命令（例えばオブジェクトコード
）を格納し、プロセッサがこれらの命令を実行し、プロセッサがこの方法を実行するとき
）少なくとも１つのプロセッサによって実行されると少なくとも１つのプロセッサに方法
を実行させる命令を含むメモリとを含むコンピュータシステムにおいて実行され得る。同
様に、１つ又は複数のコンピュータ読取可能記憶媒体は、そのコンピュータ読取可能記憶
媒体上に具現化され、少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、少なくとも１
つのプロセッサに本方法を実行させる、コンピュータ実行可能な命令を有する。
【００３７】
　図３を参照して、デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する方法を
説明する。本方法は、コンピュータシステムが、物理的なミーティング場所に近接するモ
バイルデバイスの物理的な存在を自動的に認識すること（３１０）を含むことができる。
コンピュータシステムは、デバイスから識別情報を自動的に取り出すこと（３２０）がで
きる。コンピュータシステムはまた、その識別情報が、そのミーティング場所における現
在のミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関するかどうかを自動
的に判断すること（３３０）ができる。取り出した識別情報が、そのミーティング場所に
おけるミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関する場合、次いで
本方法は、そのプロファイルをミーティングの出席者として自動的に含めること（３４０
）を含むことができる。例えばプロファイルをミーティングの出席者として含めること（
３４０）は、プロファイルを、そのミーティングのミーティング参加者のリスト内に自動
的に含めることを含むことができる。これは、電子メールエイリアス、名前及び／又はプ
ロファイルからの他の識別情報を、ミーティングの参加者のリスト内に挿入することを含
む可能性もある。
【００３８】
　本方法は、プロファイルの識別をミーティング参加者として使用する１つ又は複数の他
の動作を実行することを含むこともある。例えば本方法は、ミーティング参加者のリスト
を、会議に関与する１つ又は複数のコンピュータティスプレイのような、ローカル及び／
又はリモートのコンピュータディスプレイ上に表示することを含んでもよい。別の例とし
て、本方法は、プロファイルが、ミーティングの参加者として含まれることを示す通知を
送信することを含んでもよく、この通知は、ミーティングの位置のようなミーティングに
関する情報を指示することができる。更に別の例として、本技術は、ミーティングが始ま
った後に、招待者リスト上にはあるが、ミーティングの参加者として含まれていない１つ
又は複数のプロファイルを識別することを含んでもよい。本技術は、ミーティングについ
ての１つ又は複数の通知を、招待者リスト上にはあるがミーティングの参加者として含ま
れていない１つ又は複数のプロファイルへ送信することを含んでもよい。更に別の例とし
て、本方法は、ミーティング場所における１つ又は複数の設定をプロファイルに対して自
動的にパーソナライズすることを更に含んでもよい。
【００３９】
　物理的なミーティング場所に近接するデバイスの物理的な存在を自動的に認識すること
（３１０）は、様々な方法の１つ又は複数で行われ得る。例えばデバイスの物理的な存在
を自動的に認識すること（３１０）は、近距離信号を受信及び／又は送信することと、デ
バイスから、該デバイスが物理的なミーティング場所に近いことを示すインジケータを有
する信号を受信することを含んでもよい。デバイスの物理的な存在を自動的に認識するこ
と（３１０）は、デバイスからの位置情報を、物理的なミーティング場所についての位置
情報と比較することを含んでもよい。
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【００４０】
　識別情報が、招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相互に関連しない場合、本方
法は、そのプロファイルをミーティングのプロファイルとして含めることを承認するか又
は拒否するユーザ入力を受信するためにプロンプトを表示することを含んでもよい。
【００４１】
　図４を参照して、デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する別の方
法を説明する。本方法は、物理的なミーティング場所に近接する複数のモバイルデバイス
の物理的な存在を自動的に認識すること（４１０）を含むことができる。モバイルデバイ
スは、単一のタイプのデバイスを含んでもよく、複数の異なるタイプのモバイルデバイス
を含んでもよい。本方法は、モバイルデバイスの各々から識別情報の単位を自動的に取り
出すこと（４２０）も含むことができる。例えばこの識別情報の単位は、デバイスの識別
番号、従業員の識別番号、プロファイルの名前、プロファイルの電子メールエイリアス及
び／又は何らかの他の識別情報とすることが可能である。本方法は更に、識別情報の各単
位が、そのミーティング場所における現在のミーティングの招待者リスト内のプロファイ
ルの識別情報と相関するかどうかを自動的に判断すること（４３０）を含んでもよい。加
えて、そのミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関する識別情報
の単位ごとに、プロファイルを、そのミーティングの参加者リスト内に自動的に含めるこ
と（４４０）を含んでもよい。
【００４２】
　本方法は更に、そのミーティングの参加者リスト内に含まれるプロファイルの１つ又は
複数について、そのミーティング内の参加についての１つ又は複数の通知を自動的に送信
することを含んでもよい。本方法は、ミーティングの参加者リスト内に含まれるプロファ
イルの１つ又は複数について、ミーティング場所を自動的にパーソナライズすることを含
んでもよい。また、本方法は、参加者リストに含まれていない招待者リスト内のプロファ
イルを自動的に識別することと、そのプロファイルについてミーティング通知を自動的に
送信することを含んでもよい。
【００４３】
　図５を参照して、デバイスからの情報を使用してミーティング参加者を識別する更に別
の方法を説明する。本方法は、ミーティング場所のコンピュータシステムが、物理的なミ
ーティング場所に近接する複数のモバイルデバイスの物理的な存在を自動的に認識するこ
と（５１０）を含むことができる。本方法は更に、ミーティング場所のコンピュータシス
テムが、識別情報の単位をモバイルデバイスの各々から自動的に取り出すこと（５２０）
を含んでもよい。加えて、本方法は、ミーティング場所のコンピュータシステムにより、
識別情報の各単位が、そのミーティング場所における現在のミーティングの招待者リスト
内のプロファイルの識別情報と相関するかどうかを自動的に判断すること（５３０）を含
んでよい。そのミーティングの招待者リスト内のプロファイルの識別情報と相関する識別
情報の単位ごとに、ミーティング場所のコンピュータシステムは、そのプロファイルを、
そのミーティングの参加者リスト内に自動的に含めること（５４０）ができる。本方法は
更に、参加者リストを、あるコンピュータディスプレイ上に、場合によっては複数のコン
ピュータディスプレイ（例えば異なるローカル及び／又はリモートの会議位置にあるコン
ピュータディスプレイ）上に表示すること（５５０）を含むことができる。
【００４４】
　ミーティング場所のコンピュータシステムは、参加者リストを使用して更なる動作を実
行すること（５６０）ができる。この追加の動作は、複数の異なる動作からなるグループ
から選択される動作とすることができる。例えば動作のこのグループは、ミーティング場
所を、ミーティングの参加者リストに含まれるプロファイルの１つ又は複数について自動
的にパーソナライズすることと、参加者リストに含まれない招待者リスト内のプロファイ
ルを自動的に識別して、該プロファイルに対してミーティング通知を自動的に送信するこ
とと、ミーティングの参加者リストに含まれるプロファイルの１つ又は複数について、ミ
ーティングへの参加についての１つ又は通知を自動的に送信することとを含んでもよい。
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本方法は、このグループからの複数の動作又は他の動作のような追加の動作を実行するこ
とを含んでもよい。
【００４５】
　本主題を、構造的特徴及び／又は方法的動作に特有の言語で説明してきたが、特許請求
の範囲において定義される主題は、必ずしも上述の具体的な特徴又は動作に限定されない
ことを理解されたい。むしろ、上述の具体的な特徴又は動作は、請求項を実装する例示的
な形式として開示される。

【図１】 【図２】
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